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　　　5.　リチウムイオン電池の安全性ガイドライン
　　　　5.1　モバイル用小型電池の安全性ガイドライン
　　　　5.2　電気自動車用蓄電池の標準化、規制等
　　　　5.3　電力貯蔵用蓄電池の標準化、規制等
　　　6.　リチウムイオン電池の非安全時の電池の挙動
　　　7.　リチウムイオン電池の安全性劣化要因
　　　8.　リチウムイオン電池の安全性評価の基本的考え方
　　　9.　電池の安全性試験項目例
　第5節　開発・製品化におけるリチウムイオン二次電池の安全性評価

第11章　組電池・電池マネジメント技術
　　　1.　目的
　　　2.　組電池設計
　　　　2.1　基本　　2.2　電池の選定　　2.3　接続構成　　2.4　モジュール化
　　　　2.5　組電池システム構成　　　　2.6　電圧及び温度検出
　　　3.　電池マネジメント設計
　　　　3.1　基本　　　　3.2　制御パラメータ　　3.3　電圧均等化
　　　　3.4　保護回路　　　　3.5　寿命


